
 

 

           岡部中学校区小中一貫教育だより 

         コミュニティスクール（地域とともにある学校）を目指して 

 

                                     「地域の子は地域で守り育てよう」 

第１号 Ｒ３．６．１ 

                                        事務局 岡部小学校 

令和３年度がスタートして二か月あまりが経ちました。 

                 岡部小学校６６名、朝比奈第一小学校１２名の１年生の入学です。義務教育９年間 

                 の子どもたちの成長を家庭・地域・学校が連携し、見守り育てていきましょう。 

                 （岡部中学校区全児童 ４９４ 名  全生徒 ２２４ 名） 

 岡部地区小中一貫教育は、２年目を迎えます！ 

   三校共通学校目標  「自立 共生 郷土愛」 

  キャッチフレーズ 「自分大好き 友だち大好き おかべ大好き」 

育てたい子ども像（岡部中学校区の教育を通して育てたい姿） 

    自立心・郷土愛をもち仲間と共に歩む児童・生徒 

      １ 自ら考え判断し行動できる子 ＜自立＞ 

      ２ おもいやりにあふれ、互いに支え合って成長できる子＜共生＞ 

  ３ ふるさとに誇りをもてる子 ＜郷土愛＞ 

  学校は、９年間を通しての系統的・継続的な教育活動（縦の小中一貫教育）を行います。 

さらに、「コミュニティスクール」を活用し、家庭・地域・学校が連携して進めます。（横の小中一貫教育） 

 「コミュニティスクール」とは・・・・・ 

  保護者代表、地域住民代表、学校代表等による「学校運営協議会」を導入し、保護者（家庭）、

地域、学校が共に知恵を出し合い、学校運営に意見を反映することで、三者が協働しながら子ど

もたちの豊かな成長を支え、「地域とともにある学校づくり」を進めます。 

                             

                  「O.W.J.」 とは、「岡部 わくわく ジョブ」のことです。 

                                    岡部中学校２年生が、地元で活躍されている方々から直接お話を伺

い、職業や生き方について学びました。 

                             

                                                

      

 

 

おむすび結 永田裕希子氏 

 

 

 

                                    

自分大好き  友だち大好き おかべ大好き  

                                                                   

回覧用 

 

 

 

 

O.Ｗ.Ｊ. プロジェクト 始まる 

６年前に「おむすびや」をやりたいと思いました。新しいことをするには

いろんな問題もありましたが、「いろんな釜で米を炊いて、ほぐれるような

やさしいおにぎりをつくりたい」と自分のゴールをはっきりさせることで

強くなれたし、まわりの方からの応援も生まれました。 

 

（生徒から「パティシエをしていて楽しいことはなんですか？」と問われ）

新しいケーキを考えて一番先に食べること。人から「おいしい！」って言

われる時。ケーキ作りは自分で考えて工夫したり応用したり、情報交換し

てさらに工夫したり・・常に頭にあり、考え工夫しています。 
ミュゲ店 中西利幸氏 



＜チーム初亀＞ 

 

 

  

 

 

初亀社長 橋本謹嗣氏 

 

 

 

                                     米作り農家 朝比奈秀氏 

  

              

 

 

 

                                                              長嶋酒店 長嶋利晃氏 

 

 

 

 

 

 

静岡理工科大 増田和三氏 

  生徒たちは、４種７名の講師の方々の職業を事前に知り、興味のあるグループに分かれてこの日を迎

えました。講師の方々は現在の職業や今に至るまでの経験を語られました。そこには、職業への情熱や誇

りが感じられ、何より深く地元岡部を愛する思いが伝わってきました。それは生徒たちが将来の自分の職

業を理解するだけに留まらず、生き方や地元岡部を考えることにつながっていきました。 

   １００分の授業の最後に、講師からそれぞれの課題が出されました。（増田氏の課題は上記） 

・永田氏からの課題・・岡部の特産品とおいしいお米を世界中にＰＲするための商品開発 

・中西氏からの課題・・どうしたら沢山の人がケーキやお店を知って求めてくれるだろうか 

・「チーム初亀」からの課題・・水田の役割とは。岡部のいいところ再発見。 

若者のお酒離れ。若者が日本酒に興味をもつきっかけは。 

                        課題を受けて、次の日・・・ 

                       ひとり一台のタブレットが授業に導入され、それらも 

                      使って話し合いが進んでいました。どんなプレゼンに 

                      仕上がるでしょうか。５月２５日に講師の前で発表します。（発表は次号に掲載） 

＜お知らせ＞ 

                    「さくらエール」（郵便局主催）                      「おかべ昔話紙芝居」 

                   今年３月岡部小６年（現中１）                       「おかべ方言かるた」が 

が、コロナと戦う医療従事者の                    岡部図書館の手によって  

皆さんにメッセージを送りました。                   デジタル化しました。 
 

 

 

 

初亀の純米酒「岡部丸」が、イギリス、フランスで行われた品評会でダ

ブル受賞されました。地元の地下水を使い、地元で作られた米を使って

できた酒を地元で売るという、まさに「チーム初亀」の酒造りを進めて

います。地元のよさを再確認して誇りに思って欲しいと思います。 

 

「岡部丸」で使われる米「誉富士」を栽培しています。「誉富士」は、

「山田錦」の改良を重ね、Ｈ10 年に育成、Ｈ17 年に申請、Ｈ21 年 

3 月に品種登録しました。地産地消の使いやすいお米になっています。

自分たちが作ったお米で酒が造られ飲めることは「ロマン」です。 

（生徒から酒の値段を問われ）値段は、吟醸酒、純米酒、本醸造酒等の

種類によって違います。飲む人の好き好きの味でお酒は選ばれています。

酒を造る時に使う水は、地元の地下水を使います。（１０キロの米を洗う

のにドラム缶４本分）その水を持ってきたので味わってみてください。 

宇宙開発にかかわる仕事を３０年間していました。日本初の「宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ

補給機 HTV」の研究開発に携わってきました。龍勢はまさにロケット。工

学的に解明し魅力を発信しています。現在は、静岡県から宇宙・航空技術

を創出し発展させていこうとしています。（「富士山静岡空港」をｽﾍﾟｰｽﾎﾟｰﾄに

しようﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）岡部の良さや問題点を考え、今後進歩する交通手段を利用し

て、岡部をどのように変えたいのかを考えてみてください。 （増田氏からの課題） 

 

 

 

「藤枝ﾁｬﾝﾈﾙ」公開中 


